
◆アンケート回答数：78件

◆上場・非上場数　：上場（51件）・非上場（27件）

Q1．貴方の役職は？（＊兼務がある場合は上位の役職を選択）

【上場】 【非上場】

CHRO（最高人事責任者） 3 CHRO（最高人事責任者） 1

取締役 3 取締役 3

執行役員 3 執行役員 0

部門長・部長・室長 19 部門長・部長・室長 9

課長・マネジャー 13 課長・マネジャー 9

リーダー・スタッフ 6 リーダー・スタッフ 5

（役職を問わず）人事/人材開発/

ダイバーシティ推進部門以外に所属
4 （役職を問わず）人事/人材開発/ダイバーシティ推進部門以外に所属

0

Q3．御社の人的資本経営への取り組み状況は？

　　　　　

【上場】 【非上場】

取り組みを継続中 29 取り組みを継続中 6

取り組みを開始したばかり 14 取り組みを開始したばかり 4

取り組みの準備中 4 取り組みの準備中 7

取り組みを検討中 1 取り組みを検討中 5

今のところ、

取り組む予定はない
0

今のところ、

取り組む予定はない 4

わからない 3 わからない 1

Q4．昨今の人的資本経営に関する流れは、御社にどのような影響がありましたか？

【上場】 【非上場】

プラスに働いている

（追い風） 27

プラスに働いている

（追い風） 10

特に大きな影響はない 15 特に大きな影響はない 10

マイナスに働いている

（向かい風） 0

マイナスに働いている

（向かい風） 1

わからない 9 わからない 6
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Q5．2023年の御社の人的資本経営の進捗状況はいかがでしたか？

　　　　　　 　　　　　　　　　

【上場】 【非上場】

想定以上に進んだと思う 1 想定以上に進んだと思う 2

想定どおりに進んだと思う 18 想定どおりに進んだと思う 6

想定どおりには

なかなか進まなかったと思う
22

想定どおりには

なかなか進まなかったと思う 9

想定とは異なり、

ほとんど進まなかったと思う
3

想定とは異なり、

ほとんど進まなかったと思う 6

わからない 7 わからない 4

Q6．御社は、人的資本経営に関する情報を社内外に開示していますか？

【上場】 【非上場】

既に社内外に

開示している
37 既に社内外に開示している

12

社内には開示しているが、

社外開示はこれから
3

社内には開示しているが、

社外開示はこれから 3

まだ社内外とも

開示していない
10

まだ社内外とも

開示していない 12

わからない 1 わからない 0
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Q7．御社は人的資本に関して、どの分野の情報を開示しましたか？（複数選択）

 　　　※以下の選択肢は、人的資本可視化指針とISO30414の区分を参考に設定しました。

非上場 上場

わからない 1 1

いずれも開示していない 11 4

コスト 3 3

生産性 4 6

労働力確保 1 10

組織文化 1 13

流動性（採用、維持、サクセッション） 5 20

労働慣行（労働慣行、児童労働／

強制労働、 賃金の公平性、福利厚生、組合との

関係） 5 20

コンプライアンス／倫理 6 21

エンゲージメント 5 25

健康・安全（精神的健康、身体的健康、安全） 6 25

人材育成（後継者育成、リーダーシップ、育成、スキル／経験）9 37

ダイバーシティ（ダイバーシティ、非差別、育児休業） 11 42

Q8．御社は人的資本に関して、今後どの分野の情報を開示する予定ですか？（複数選択）

 　　　※以下の選択肢は、人的資本可視化指針とISO30414の区分を参考に設定しました。

非上場 上場

わからない 9 11

いずれも開示していない 5 0

その他 0 2

コスト 1 2

生産性 1 9

コンプライアンス／倫理 2 11

労働力確保 1 11

労働慣行（労働慣行、児童労働／

強制労働、 賃金の公平性、福利厚生、組合との

関係） 3 14

組織文化 2 15

流動性（採用、維持、サクセッション） 7 18

健康・安全（精神的健康、身体的健康、安全） 7 23

エンゲージメント 6 28

人材育成（後継者育成、リーダーシップ、育成、スキル／経験）10 28

ダイバーシティ（ダイバーシティ、非差別、育児休業） 6 29
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コンプライアンス／倫理
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健康・安全（精神的健康、身体的健康、安全）

人材育成（後継者育成、リーダーシップ、育成、スキル／経験）

ダイバーシティ（ダイバーシティ、非差別、育児休業）

上場 非上場
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件



Q9．人的資本経営への取り組みや開示により、どのような効果が得られましたか？（複数選択）

非上場 上場

わからない 4 7

特に効果は得られていない 7 6

経営戦略・人材戦略に関する従業員との対話が生まれた 1 3

外部（投資家・労働市場・お客様等）からの評価が高まった 2 3

従業員のキャリアに対する意識や自律性が向上した 4 5

投資家との積極的な対話が生まれた 0 6

経営戦略と人材戦略が連動するようになった 1 14

人事・人材関連データの分析・活用が進んだ 2 14

人的資本を高めるための取り組みや投資が増えた 5 16

人的資本や人材に関する課題が明確になった 9 22

人的資本に対する経営陣の理解・関心が向上した 8 24

Q10.　人的資本経営を推進する上で障壁となっている課題は何ですか？（複数選択）

非上場 上場

わからない 2 1

その他 0 2

投資家との対話・コミュニケーションが不充分 0 2

社内関連部門の関心・理解が薄く、連携がむずかしい 6 5

人材に関する投資予算の確保が難しい 5 5

経営層の関心・理解が薄い 8 9

推進役となるCHROの人選が進んでいない 5 11

親会社・子会社の関係や、事業の多様性に起因する課題の大きさ4 16

従業員との対話や理解促進の活動が進んでいない 4 17

人材戦略が策定できていない 14 19

人事部門の組織体制・要員数・メンバーのスキル等が弱い 10 24

目標・KPIの設定が難しい 6 25

人的資本データ収集～活用のためのシステムが整備されていない11 25

投資対効果が見えにくい 5 27
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外部（投資家・労働市場・お客様等）からの評価が高まった

従業員のキャリアに対する意識や自律性が向上した

投資家との積極的な対話が生まれた

経営戦略と人材戦略が連動するようになった
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投資家との対話・コミュニケーションが不充分

社内関連部門の関心・理解が薄く、連携がむずかしい

人材に関する投資予算の確保が難しい

経営層の関心・理解が薄い

推進役となるCHROの人選が進んでいない

親会社・子会社の関係や、事業の多様性に起因する課題の大きさ

従業員との対話や理解促進の活動が進んでいない

人材戦略が策定できていない

人事部門の組織体制・要員数・メンバーのスキル等が弱い

目標・KPIの設定が難しい

人的資本データ収集～活用のためのシステムが整備されていない

投資対効果が見えにくい
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その他：

本年6月に開示したものであり、明確な効果に関してはこれからだと考えます

試しながら推進を進めており、明確な障壁を特定できていません



Q11.　人的資本経営に関して知りたい事項・欲しい情報はどれですか？（複数選択）

非上場 上場

特になし 5 3

多様な働き方の選択肢提供と環境整備 5 7

CHROの設置と役割発揮 3 12

社員エンゲージメントレベルの把握方法 8 13

知と経験のダイバーシティ＆インクルージョンの進め方 5 16

人的資本情報の開示内容・開示方法 7 19

リスキル・学び直しの機会提供 5 20

他社の取り組み事例 13 21

HRBPの活用等、人的資本経営を実践するための人事部門の役割と体制9 23

人材ポートフォリオ計画の策定と運用・活用の方法 9 30

経営戦略と人材戦略を連動させるための経営陣と人事部門の連携方法11 31

人事指標の定量化・可視化と、そのための人事情報基盤の整備方法13 31

Ｑ12．人的資本経営の取り組みで注目している企業があれば教えてください

・カゴメ（3名）

・サントリー（2名）

・エーザイ（柳モデルの効果は気になります）

・丸井

・オリックス

・レゾナック

・花王

・ファーストリテイリング

・伊藤忠商事

・サイバーエージェント

・三井住友トラストホールディングス

・ヤマハ発動機

Ｑ13．人的資本経営全般についてご意見があればお聞かせください

・経営の理解と、経営の主体的行動が肝であり、そこをどう理解してもらい、目の前の収益確保との折り合いをつけるのかを、

　真剣に議論する必要がある。

・現在まだ他社様事例含め、様々な情報収集をしているところです。
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特になし

多様な働き方の選択肢提供と環境整備

CHROの設置と役割発揮

社員エンゲージメントレベルの把握方法

知と経験のダイバーシティ＆インクルージョンの進め方

人的資本情報の開示内容・開示方法

リスキル・学び直しの機会提供

他社の取り組み事例

HRBPの活用等、人的資本経営を実践するための人事部門の役割と体制

人材ポートフォリオ計画の策定と運用・活用の方法

経営戦略と人材戦略を連動させるための経営陣と人事部門の連携方法

人事指標の定量化・可視化と、そのための人事情報基盤の整備方法

上場 非上場

件


